
いばらき県議会だより No.2272024年（令和6年）4月28日（日曜日） 4

議
員　

現
在
の
60
歳
の
教
員
数
と
比
べ
、

世
代
ご
と
の
人
数
が
大
き
く
減
少
す
る

中
、
よ
り
良
い
学
校
経
営
を
目
指
す
た

め
に
は
管
理
職
の
登
用
は
課
題
だ
と
感

じ
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

令
和
６
年
度
か
ら
、
新
た
に

２
年
間
の
教
職
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

を
行
い
、
将
来
の
管
理
職
を
計
画
的
に

育
成
す
る
と
と
も
に
、
教
務
主
任
な
ど

へ
女
性
教
員
を
積
極
的
に
配
置
す
る
こ

と
で
、
力
量
と
自
信
を
備
え
た
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

道
の
駅
の
防

災
拠
点
と
し

て
の
強
化
、

不
登
校
支
援

な
ど
も
質

問
）

議
員　

流
域
治
水
対
策
の
さ
ら
な
る
推

進
に
は
、
災
害
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
に

よ
り
備
え
る
こ
と
と
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
体
制
整
備
が

重
要
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

適
切
な
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
の

た
め
、
市
町
村
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
家
庭
で

の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
や
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
内
で
の
避
難
訓
練
の
実
施
な

ど
、
住
民
の
主
体
的
な
参
加
を
得
な
が

ら
流
域
治
水
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

食
品
衛
生
に
係
る
指
導
力
な
ど

の
向
上
を
図
り
、
食
品
衛
生
協
会
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

沿
っ
た
衛
生
管
理
の
適
正
な
実
施
の
促

進
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

食
品
等
事
業
者
の
指

導
に
当
た
る
職
員
の
人
材
育
成
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
食
品
衛
生
協
会
と
講

習
会
な
ど
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
適
正

な
実
施
の
促
進
に
努
め
、
食
の
安
全
・

安
心
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員　

ゾ
ー
ン
30
や
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

の
整
備
目
的
な
ど
の
周
知
に
加
え
、

ハ
ー
ド
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　

ゾ
ー
ン
30
や
ゾ
ー
ン
30

プ
ラ
ス
の
整
備
目
的
な
ど
を
警
察
署
協

議
会
な
ど
と
の
会
合
で
発
信
し
、
周
知

を
図
る
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の

整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
道
路
管
理
者

と
連
携
し
、
既
存
の
ゾ
ー
ン
30
の
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
に
も
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

医
師
確
保
の

取
組
、
文
化

財
継
承
の
担

い
手
確
保
な

ど
も
質
問
）

議
員　

周
辺
６
市
町
と
県
な
ど
で
構
成

す
る
牛
久
沼
活
用
推
進
協
議
会
で
牛
久

沼
周
遊
ル
ー
ト
な
ど
の
新
た
な
活
用
策

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
牛
久

沼
水
際
線
地
域
計
画
 ※1

に
ど
う
取
り
込

み
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

当
該
協
議
会
で
承
認
さ
れ

た
牛
久
沼
周
遊
ル
ー
ト
案
は
、
当
該
計

画
の
趣
旨
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
県
と
し
て
は
、
牛
久
沼
の
治
水
安

全
度
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
活

用
に
向
け
た
周
辺
市
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

繁
殖
力
が
極
め
て
強
い
ナ
ガ
エ

ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
、
農
地
で
ま
ん
延

す
れ
ば
深
刻
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

侵
入
防
止
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
水
利
施
設
外
来

水
生
植
物
対
策
関
連
事
業
 ※3

の
対
象
施

設
の
う
ち
８
割
を
超
え
る
施
設
管
理
者

か
ら
、
侵
入
防
止
フ
ェ
ン
ス
設
置
の
意

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
が
着
実
に

進
む
よ
う
現
場
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
薬

物
乱
用
防
止
対

策
、
生
徒
の
熱

中
症
事
故
防
止

に
向
け
た
大
会

運
営
の
在
り
方

な
ど
も
質
問
）

大足　光司 議員
国民民主党
高萩市・北茨城市選出

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

牛
久
沼
の
活
用
に
向
け
た

水
際
線
の
整
備

農
地
に
お
け
る

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
 ※2

対
策

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
の
適
正
な
実
施
の
促
進

ゾ
ー
ン
30  ※4

及
び

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
 ※5

等
の
取
組

住
民
参
加
を
踏
ま
え
た

流
域
治
水
対
策

学
校
管
理
職
の
登
用

山本　美和 議員
公	　明　	党
つくば市選出

議
員　

県
北
地
域
の
雇
用
促
進
や
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

立
地
推
進
部
長　

未
来
産
業
基
盤
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
産
業
用
地
開
発
地
区

に
選
定
し
た
日
立
市
神
田
町
地
区
は
、

造
成
事
業
着
手
ま
で
の
期
間
を
短
縮
で

き
る
よ
う
県
が
助
言
な
ど
を
行
う
。
ま

た
、
県
北
地
域
企
業
の
高
い
技
術
力
を

評
価
い
た
だ
け
る
企
業
な
ど
を
対
象
に

誘
致
活
動
を
展
開
し
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

水
害
の
発
生
し
た
河
川
に
つ
い

て
は
、
原
状
回
復
以
上
の
整
備
を
行
う

こ
と
で
、
防
災
機
能
向
上
を
図
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

各
河
川
の
特
性
に
応
じ
て
、

河
道
掘
削
な
ど
、
ハ
ー
ド
対
策
に
取
り

組
み
つ
つ
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作

成
支
援
な
ど
、
被
害
軽
減
に
向
け
た
ソ

フ
ト
対
策
も
併
せ
て
進
め
、
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
久
慈
大
橋
架
け
替
え
の
早

期
着
工
、

日
立
特
別

支
援
学
校

の
教
育
環

境
充
実
に

向
け
た
対

策
な
ど
も

質
問
）

瀬谷　幸伸 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出

河
川
の
防
災
機
能
向
上
対
策

県
北
地
域
へ
の
企
業
誘
致
に
係
る

取
組

　

茨
城
県
議
会
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
聴
取
・
情
報
収
集
な

ど
を
行
い
、
議
会
の
活
動
や
広
報
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
令

和
３
年
11
月
か
ら
「
県
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
11
名
の
方
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、
議
会
活
動

と
議
会
広
報
に
つ
い
て
意
見
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
で
は
、
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
中
継
や
議
事
録
な
ど

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
上
で
、「
分
割
質
問
の
方
が
分
か
り
や
す
い
」、

「
本
会
議
と
違
い
、
予
算
特
別
委
員
会
の
中
継
に
は
答
弁
者
名
が
表
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
で
は
、
県
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
「
文
字
が
多
い

た
め
、
写
真
な
ど
を
増
や
し
た
ほ
う
が
良
い
」、「
県
の
公
式
L
I
N
E

に
県
議
会
だ
よ
り
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
「
情
報
量
は
十
分
だ
が
、
も
っ
と
探
し
や
す
い
と
良
い
」、「
用

語
集
が
あ
る
と
良
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

頂
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
か
ら
予
算

特
別
委
員
会
の
中
継
に
答
弁
者
名
を
表
示
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
善
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
９
名
の
方
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、
ご
意
見
を

頂
く
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
改
善
で
き
る
も

の
は
改
善
し
、
よ
り
開
か
れ
た
県
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ことば

ことば ※1【牛久沼水際線地域計画】…牛久沼の自然豊かな水際線を保全し、潤いのある生活環境およびより良い水辺環境の創出を目的として、県ならびに周辺５市により1992年に策定された計画。
※2【ナガエツルノゲイトウ】…外来生物法に基づく特定外来生物に指定されている南米原産の多年生水草。小さな断片からも急速に再生・成長することから、同法により移動、栽培、販売などが禁止されている。
※3【農業水利施設外来水生植物対策関連事業】…ナガエツルノゲイトウの農地における繁茂拡大を防止するため、農業用水の取水口に設置する侵入防止フェンスや用水機場付近の駆除を重点的に行う費用の支援。

※4【ゾーン30】…生活道路における歩行者などの安全な通行を確保することを目的として、区域を定めて最高速度30キロ毎時の速度規制を実施する交通安全対策。
※5【ゾーン30プラス】…最高速度30キロ毎時の区域規制「ゾーン30」と、ハンプや狭さく、スムーズ横断歩道などの物理的デバイスの適切な組み合わせにより交通安全の向上を図ろうとする区域。

ＨＡＣＣＰ方式の流れ

新利根川に繁茂する
ナガエツルノゲイトウ

県によるマイ・タイムライン
作成授業の様子

小石川の浚
しゅんせつ

渫

工事前 工事後

一般質問（要旨）

３
月
７
日（
木
）

　

坂さ
か
も
と本　

　

隆り
ゅ
う
じ司　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

山や
ま
も
と本　

　

美み

わ和　

　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

大お
お
あ
し足　

　

光こ
う
じ司　

（
国
民
民
主
党
）

３
月
８
日（
金
）

　

瀬せ

や谷　
　

幸ゆ
き
の
ぶ伸　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

玉
た
ま
つ
く
り造　

　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一　

　
（
立
憲
い
ば
ら
き
）

　

江え
じ
り尻　

　

加か

な那　

（
日
本
共
産
党
）

３
月
11
日（
月
）

　

小こ
い
ず
み泉　

　

周し
ゅ
う
じ司　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

う
の　

の
ぶ
こ

　
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

中な
か
む
ら村　

は
や
と　

　
（
無　
　

所　
　

属
）

３
月
12
日（
火
）

　

長お
さ
だ田　

　

麻ま

み美　

　
（
日
本
維
新
の
会
）

　

中な
か
や
ま山　

　

一か
ず
お生　

　
（
茨
城
無
所
属
の
会
）

　

星ほ
し
だ田　

　

弘こ
う
じ司　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

こちらから録画映像でご覧になれます。▶︎

県
議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=167


